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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は腫瘍抑制因子であり、セリン/スレオニンキナーゼファミリーのメンバーです。細胞ストレスや炎症性サイトカインに応答して、このキナーゼはMAPキナーゼ（MAPK1/ERK、MAPK14/p38-alpha、MAPK11/p38-beta）によるリン酸化を介して活性化されます。コードされるタンパク質は核内に存在しますが、リン酸化および活性化されると細胞質に移行します。このキナーゼは、熱ショックタンパク質HSP27をその生理学的に関連する部位でリン酸化します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2012年11月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,酵素調節：p38 alphaおよびbeta依存性リン酸化により活性が上昇します。ストレス関連の細胞外刺激によって活性化されます。 H(2)O(2)、亜ヒ酸塩、アニソマイシンTNFα、PMA、カルシウムイオノフォアA23187などにも作用するが、その程度は低い。in vitroにおいて、SQSTM1によって活性化される。,機能：ストレス誘導性の低分子熱ショックタンパク質27のリン酸化を媒介する。,PTM：調節リン酸化部位であるThr-182がリン酸化される。これはTループ/ループ12に位置する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在：核内にも存在する。,サブユニット：SQSTM1と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。,
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	MAPKAPK5抗体を用いたMCF-7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

